
  【左から】

○ 川添酢造有限会社

○ 島原市森岳婦人会

○ 濵本副知事

○ 横尾西部自治体

○ ＪＡ壱岐市青年部
                那賀支部

いただきます 元気ながさき おいしか県

平成28年8月 37号 長崎県食品安全・消費生活課
電話 095-895-2366 ＦＡＸ 095-824-4780
長崎県食育のホームページ http://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/shokuiku/
Facebook『びわ太郎の食育日記』

こんにちは！ぼくびわ太郎です。毎日とても暑いですね。ぼくは日頃

から水分補給や食中毒などに気をつけながら過ごしています。

夏は食欲がなくなってしまう方も多いようですが、栄養バランスの良

い食事を心がけ、元気に過ごしましょう。

平成28年度長崎県食育推進活動表彰 ＝受賞者紹介＝
この賞は、社会的貢献度が高く、他のモデルとなる実践的な食育活動に取り組んでい

る個人及び団体に対する長崎県知事表彰です。

おめでとうございます

○川添酢造有限会社
身近な食品である味噌がどうやってできているのか、関心をもってほしいとの思いで味噌作り教室を開催され

ています。活動を始めて12年がたった今では、年中行事として毎年取り入れられている保育園や幼稚園、小学校

などもあり、その年間の開催回数は年100回を超えています。この取組は、体験を通じて子どもたちに達成感や

満足感を与えるとともに、普段の食生活に味噌汁を取り入れることの普及にもつながっています。

○島原市森岳婦人会
日本の食文化の継承という目的のもと、島原市立第一小学校と一体となって、児童とその保護者とともに島原

城の梅林になった梅の実を収穫し、梅干に加工するまでの一連の体験活動を行われています。梅干ができあがっ

た後には、子ども達が保護者や婦人会会員を招待する「梅干しの会」という試食会も開催されています。平成17

年から毎年行われてきたこの活動は、婦人会と児童やその保護者との取組というだけでなく、老人会や島原城職

員など地域の人達を含めた地域活動ともなっています。

○横尾西部自治会
長崎市立横尾小学校に毎日のように出向かれ、授業とも連動して、児童と一緒に給食の生ゴミを利用した土作

りや多くの種類の野菜作りの活動をされています。スーパーに並んだ野菜しか見たことがない児童が多い中、土

を作り、種を蒔き、世話をしながら野菜の成長を観察することは児童にとって貴重な体験となっています。また、

収穫した野菜を学校給食で使用することにより、児童には感謝の気持ちが育まれています。

○ＪＡ壱岐市青年部 那賀支部
農業についての学び・体感を目的とした壱岐市立那賀小学校での取組は14年目を迎え、植付から収穫までの一

連の農作業を年間を通して児童に体験させています。さらに収穫した大豆を壱州豆腐に加工し、それを使ったひ

きとおしの調理体験は壱岐の食文化の継承にもつながっています。今では、島外の小中学生も対象としたグリー

ン・ツーリズムの受入れも始まり、また、取組当初に参加した小学生が成長して青年部活動に参加するなど地域

の取組として根付いてきています。



【今後の予定】

○ お月見 ○ 稲刈り ○ 栗拾い ○ おにぎり作り
○ 親子芋掘り ○ 干し柿作り ○ みそ作り ○ もちつき
○ 大根の収穫 ○ 七草粥 ○ 鏡開き ○ シチュー作り
○ ホテルでテーブルマナー（年長児）等

○ 園庭のさくらの葉を使用してさくら餅を作りました。
○ お茶をたて、全園児で３時のおやつでいただきました。
○ 収穫した玉ねぎでホイル焼きと玉ねぎのサラダを作りました。

【今後の予定】

・ 毎月１回、子ども達と作る事を楽しみみんなでいただく
・ 野菜やお米などを育て、収穫の喜びを知る

有喜保育園（諫早市）
～6月の食育～

竹嶋　巌さん（西海市）
～びわの収穫～

～よもぎの収穫とクッキング～

いちご保育園（諫早市）

～田植え～

６月１７日、大瀬戸小学校５年生が田植えをしまし
た。ぬるぬるとした田んぼの中は気持ちがよかったよ
うです。

　園の近くに「いちご村」と称する山があります。５月２日、子どもたちは、いちご村でたくさんの
ヨモギを採ってきて、「何か作ってくださーい」と厨房にもってきてくれました。以前ヨモギクラッ
カーやヨモギクッキーを作りましたので、子どもたちと相談して今年は『ヨモギあん団子』を作りま
した。みんな「おいし～。また作って―!」と言って食べていました。

　5月13日、大瀬戸小学校4年生がびわを収穫しました。
1月に大雪の被害を受けて少なくなったびわの実に、大切
に袋を掛けて収穫を楽しみにしていました。ところが収穫
の直前になって強風雨で大半が落ちてしまい残念でした
が、数は少ないけれど美味しい大きなびわの収穫ができ感
動しました。

ボランティア活動報告



① 畑からレタスを収穫する。
② レタスを水洗いして、食べやすい大きさにちぎり、お皿に盛り付ける
③ ゆで卵の殻をむいて、保育者と一緒に包丁で半分に切る
④ ハム、チーズをハートや星の型抜き器で抜き、トッピングする。

○ 5月20日… 生ゴミを集め、ボカシとまぜてプランターに準備。
○ 5月24日…

【今後の予定】
・ 菌ちゃん畑のプランターに野菜や花を植える
・ 牛糞肥料のプランター畑で育った野菜を使って、みんなでカレーを作り

三重保育園（長崎市）

～ピザクッキング～

　園の畑でとれた野菜を使ってピザを作りました。3～5歳児がミニトマト、な
す、ピーマン、玉ねぎを切り、きじを作った後、5歳児がトッピングをしました。

まさご保育園（西海市）
～レタスの収穫とサラダ作り（5月30日） ～

牛糞肥料のプランター畑にはピーマン、ミニトマト、スイカ、きゅうり、な
すを各クラスで育てています。大きなビニール袋にピーナッツも植えました。

～生ゴミリサイクルで野菜作り ～

プランターをのぞいてみると、ホクホク！ほぐしてまた戻
し、もうしばらくそのままで夏野菜を植えました。

【感想・今後の予定】
自分たちで育てたレタスを収穫し、楽しみながらサラダ作りに取り組んでいました。また、友だちと見比べ嬉しさ
を共感していました。包丁を使う時は保育者が手を添え、恐る恐る真剣に切っていました。自分たちで作ったサラ
ダはとてもおいしかったようで、いつもより早く、たくさん食べていました。片付け、掃除も頑張っていました。
今後は、パン作り、スイートポテト作り、クッキー作りを予定しています。

柚木幼稚園（佐世保市）

年長児は毎日の給食時に、自分の分を鍋から注いで
配膳をしています。また、とうもろこしの皮むきや、
七夕試食会も行いました。

今福保育園（松浦市）

～給食の配膳～

若木保育園（南島原市）
～園の畑にさつまいもの苗を植えました～

　年長児の子どもたちが園長先生から植え方を習った後、宮崎紅と紅はるかという2種類の苗を全部で
100本以上植えました。
これからしばらくは、ペットボトルのじょうろでの水やりが日課です。写真の水やりの様子は、牛乳
パックで行っています。現在、芋は梅雨に続いた連日の雨で、今は元気に栄えています。
11月頃収穫する予定です。



資料：長崎県国保・健康増進課ホームページ冊子「野菜で健康生活」より

前回の「びわ太郎食育通信３６号」でもお伝えしましたが、Ｈ24年国民健康・栄養調査で長

崎県は男性が21位、女性が42位という結果でした。では、野菜を摂る事がなぜ体に良いとい

われているのでしょうか。

野菜にはがんなどの生活習慣病予防に効果的な抗酸化ビタミン（β-カロ

テン、ビタミンＥ、ビタミンＣなど）、カリウム、食物繊維ｇが含まれて

います。毎日の食事で不足しないように食べることが大切です。

野菜料理一皿の例

県からのお知らせ



佐世保市「大学生のための簡単ｸｯｷﾝｸﾞ講座」

　長崎市「プロの食事と食育」

　　壱岐市「田植えだごふるまい」
対馬市「歯によいおやつのＰＲ」

諫早市「パネル展・懸垂幕設置」

雲仙市・南島原市
「広報誌による情報提供」

　市町では、それぞれに多くの課が関わり、地域の課題や特性に合わせて、たくさんの様々な取組を
されています。ホームページに各市町から報告のあった食育月間中の取組について、ホームページに
詳細を載せていますのでぜひご覧ください。

　本年度は、第６期の委員として３０名の皆さ
まにご就任いただきました。
　
　会議では、第二次長崎県食育推進計画に基づ
く施策の達成状況についての報告や第三次長崎
県食育推進計画についての説明などをおこな
い、委員の皆さまからご意見をいただきまし
た。

　委員名簿や議事の結果は、ホームページで公
表していますので、ぜひご覧ください。

平成28年度食育月間（６月）の各市町の取組

平成28年度 長崎県食育推進県民会議（8月2日）



食育活動の情報をお寄せ下さい
この紙面への掲載の参考とさせていただきます。また、ホームページや

フェイスブックでも紹介させていただきます。
県内各地域での食育に関する取り組み、お知らせをお寄せ下さい。

《送り先》〒850－8570
長崎市江戸町2-13

長崎県食品安全・消費生活課
TEL 095-895-2366

FAX 095-824-4780
《ホームページ》

長崎県 食育 検索

写真も大歓迎！

『間違いさがし！』

～長崎県リスクコミュニケーションを開催しています～

どんな食品にもリスクがある（摂取量によっては体に悪影響を及ぼす可能性がある＝ゼロリスクはな
い）ということを前提に、リスクに関係する人々（消費者、食品関連事業者、行政等）の間で、食品
のリスクに関する情報や意見を相互に交換すること、これをリスクコミュニケーションといいます。

県では、食品の安全・安心に関するリスクコミュニケー

ションを県内各地で開催しており、平成２８年度は、小学

生親子を対象とした『夏休み親子食品安全教室（in島原ミ

ルクプラント）』や、中学生を対象とした『ジュニア食品

安全教室（in大瀬戸中学校）』を行いました。１０月には長

崎市や佐世保市にて、健康食品をテーマに意見交換会を開

催します。今後の開催案内や、これまでの実施結果は課の

ホームページに掲載していますのでご覧下さい。

夏休み親子食品安全教室での様子

●Facebook「びわ太郎食育日記」

長崎県 食育検索
ホームページ

●
Ｆｅｃｅｂｏｏｋと

ホームページを

よろしくね！

左右の絵に違うところが5箇所あるよ。見つけてみよう。

※前号の間違い探しの答えは、ホームページに掲載しています。

ホームページにある報告

様式も活用してネ。


